
Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

11 新規就農者総合対策 383,318 ○農業の担い手を育成・確保するため、自営や 383,318 ○要求どおり 農林水産部

事業 雇用就農の増加対策を総合的に展開 [農業経営課]

①就農プランナーによる就農相談や農業法人

等とのマッチング、就農相談会の開催等

②農業高校と地域の関係機関との連携を図る

専任のコーディネーターを配置し、卒後の

就農を支援

③自営や半農半Ｘによる新規就農、経営を移

譲する認定農業者、新たな雇用を創出する

農業法人等の施設設備整備を支援

［助成率］1/3

［助成対象事業費上限額］

・自営就農 30,000千円

(No.12別掲)

・経営継承 10,000千円

・半農半Ｘ 3,000千円

・農業法人等 10,000千円

④自営就農等の研修受入先となる農家に研修

経費を助成

［助成率］定額 3万円/月・人

⑤45歳未満で就農する者（青年）に対して、

就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため

給付金を交付(国制度）

・研修期間 150万円/年、最長2年間

・自営就農開始後 150万円/年、5年間

⑥45歳以上65歳未満の新規自営就農者に対し

て、定着を図るため給付金を交付

75万円/年、2年間

⑦UIターン者(半農半Ｘ又は45歳以上の自営

就農)に対する就農前研修費助成

12万円/月、1年間

⑧UIターン者（半農半Ｘ）に対する就農後定

住定着助成

12万円/月、1年間

⑨雇用就農受入法人に対する国不採択分の研

修経費等助成【外部団体基金活用】

10万円/月、2年間



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

12 新農林水産振興がん 236,000 ○「売れるものづくり・産地づくり」の形成を 236,000 ○要求どおり 農林水産部

ばる地域応援総合事 中心に、地域の農林水産業が抱える課題の解 [農畜産振興課]

業 決や改善に向けた提案型の取組及び雇用就農

を促進するための農業法人等の事業拡大な

ど、地域の主体的で戦略的な取組を支援

・地域提案型フリープラン方式及びメニュー

選択方式により、ソフト及びハード支援

［助成率］ソフト事業 1/2以内

ハード事業 1/3以内

［事業期間］H24～27

13 将来の農林水産業を 42,591 ○島根の農林水産業を発展させるための将来を 42,591 ○要求どおり 農林水産部

支える技術開発プロ 見据えた先導的な研究開発を実施 ［農林水産総務課］

ジェクト ［研究内容］

・メロンやブドウ、食用きのこの新品種開

発

・有機栽培支援技術の確立

・宍道湖・中海の環境対策と資源活用技術

の開発

[事業期間] H24～26

14 みんなでつくる「し 70,441 ○しまね農業のブランドイメージを向上させる 69,817 ○事業費精査 農林水産部

まね有機の郷」事業 とともに、ＵＩターン者等の受入れによる担 [農畜産振興課]

い手育成と定住化を推進するため、地域から

の企画提案等による有機農業の取組を支援

①企画提案事業

［事業主体］農業者、消費者団体、市町村等

［助成率］ソフト1/2、ハード1/3

・チャレンジコース（新規参入や有機農業

への転換等の試行）

・実践コース(本格展開、規模拡大）

②県サポート事業

・ネットワーク会議の開催

・首都圏でのＰＲフェアや見本市出展

・有機米の実証研究

・ＪＡＳ認証取得支援 など



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

15 島根の水田利活用総 28,350 ○経営所得安定対策の実施にあたり、水田不 28,350 ○要求どおり 農林水産部

合促進対策事業 作付地の解消のため、新規需要米や加工用 ［農畜産振興課］

米の生産・需要拡大の取組及び水田の多面

的な利用を支援

※新規需要米とは、米粉用米・飼料用米・

稲ＷＣＳ(発酵粗飼料)等

①飼料用米需要拡大推進事業

・畜産農家での飼料用米破砕機等整備

［事業主体］ＪＡ、畜産法人等

［助成対象］機械・施設

［助成率］1/3

②新規需要米等拡大条件整備支援事業

・新規需要米等の生産拡大に繋がる施設等整

備

［事業主体］ＪＡ、農業生産法人等

［助成対象］機械・施設

［助成率］1/3

③米粉用米需要拡大推進事業

・学校給食の米粉食材導入実証、商品開発、

セミナー開催等

④水田多面的利活用実践支援事業

・新規導入作物の生産・流通・販売の確立に

向けた水田の新たな利活用の提案事業に支

援

［事業主体］担い手組織、市町村、

ＪＡ、ＮＰＯ法人等

［助成対象］実践活動経費

［助成率］1/2

16 新規 「つや姫」生産拡大 20,466 ○温暖化対応品種として県奨励品種に位置づけ 20,466 ○要求どおり 農林水産部

体制整備事業 た「つや姫」の生産拡大に必要な施設の整備 [農畜産振興課]

に係る経費に対して助成

[事業主体] ＪＡ等

[助成率] 1/3

[対象事業]

・種子用荷受ライン・乾燥・調製施設

・水稲種子微生物消毒施設



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

17 企業の農業参入促進 143,750 ○新規農業参入企業が行う試作・研究や機械・ 121,750 ○事業費精査 農林水産部

事業 施設整備及び既参入企業が経営強化するため [農業経営課]

に行う機械・施設整備等を支援

［助成率］ソフト事業 1/2以内

ハード事業 1/3以内

［助成対象事業費上限額］

・新規参入企業 ソフト事業 10百万円

ハード事業 100百万円

・既参入企業 ソフト事業 20百万円

ハード事業 100百万円

［事業期間］H24～26

18 「しまね和牛」振興 156,476 ○飼育農家の高齢化による飼育戸数・頭数の減 156,476 ○要求どおり 農林水産部

対策事業 少及び子牛価格、枝肉上物率低迷による生産 [農畜産振興課]

額の減少などの課題解決に取組む繁殖農家等

を支援

①集落営農放牧実践事業 【新規】

市町村等が集落営農組織等に繁殖雌牛を貸

出す目的で雌牛を購入する場合の経費を貸

付

[事業主体] 市町村、ＪＡ

[負担割合] 県3/4、事業主体1/4

[償還期限] 5年以内

②和牛繁殖雌牛能力向上対策 【新規】

育種価等の一定の条件を満たした県内生産

繁殖雌牛の導入・保留に係る経費の一部を

助成

[事業主体] 市町村、ＪＡ、育種組合、

改良組合

[助成額] 100千円/頭

③早期肥育技術確立支援 【新規】

全国和牛能力共進会の出品基準である24か

月齢出荷で上物の枝肉を安定的に生産でき

る肥育管理技術を確立、普及

19 安全で美味しい島根 10,546 ○県独自の基準に基づく認証制度の運用によ 10,546 ○要求どおり 農林水産部

県産品認証事業 り、県産農畜林水産物の安全の確保と消費者 [食料安全推進課]

の信頼づくりを促進し、市場での競争力を強

化

・認証審査、指導員資質向上対策

・認証制度の普及啓発



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

20 循環型林業に向けた 109,800 ○利用期を迎えた立木の伐採と再造林を促進 109,800 ○要求どおり 農林水産部

原木生産促進事業 し、循環型林業を確立するため、森林所有者 [林業課]

等に対して原木の搬送経費を助成

[事業期間］H24～26

[助成対象者］主伐した後に再造林する

森林所有者

[助成率］定額 500円/㎥

[H25助成見込原木量］214,200㎥

21 森林整備加速化・林 5,639,386 ○間伐・路網整備、高性能林業機械の導入、木 5,639,386 ○要求どおり 農林水産部

業再生事業 材加工流通施設整備、木質バイオマス利用施 [林業課]

(国基金事業) 設整備、木造公共施設整備、人材育成等、森

林整備から木材の伐採・搬出・利用までの一

体的な取組を支援

［事業期間］H21～26

①林業・木材産業強化支援

［H25実施予定］

間伐 2,000ha

路網整備 143,000m

高性能林業機械 10台

木材加工流通施設 8施設

木質バイオマス利用施設 5施設

林業技能者養成講座開催 など

②木質バイオマス発電事業化支援

・再生可能エネルギー固定買取価格制度を

活用して事業化する木質バイオマス発電

施設整備費の一部へ助成

22 伐れる山林づくり間 59,400 ○森林整備加速化・林業再生事業（国基金事業） 59,400 ○要求どおり 農林水産部

伐促進事業 をより効果的に実施するため、森林所有者の [森林整備課]

切捨間伐経費に対して助成

[事業主体］森林整備加速化・林業再生

事業における間伐実施者

[助成額］ 54千円/ha



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

23 県産木材を生かした 150,000 ○県産木材を利用した住宅等の新築、増改築及 120,000 ○事業費精査 農林水産部

木造住宅づくり支援 び修繕工事に対し、その経費の一部を助成 [林業課]

事業 ［事業期間］H24～25

［H25助成戸数］400戸程度

［助成額］

区 分 助成上限

新築 県産木材使用 300千

加算 石州瓦使用 100千

増改築 県産木材使用 150千

加算 石州瓦使用 50千

修繕・模 住宅 100千

様替え 商店、社会福祉施設 200千

等

［事業主体］島根県木材協会

24 新規 木造公共建築物整備 100,000 ○市町村等による木造公共建築物等の施設 100,000 ○要求どおり 農林水産部

支援事業 整備に係る経費を助成 [林業課]

[事業期間] H25～29

[事業主体] 市町村、広域事務組合等

[助成率] 先導的な技術を用いた施設2/3

その他1/2

25 民間木造建築促進事 47,800 ○民間建築物(住宅を除く)の木造化・木質化を 47,800 ○要求どおり 農林水産部

業 推進し、県産木材の利用促進に向けた取組を [林業課]

支援

①モデル的な民間建築物の木造化・木質化へ

の助成

民間木造建築物の普及啓発のため、施工後

には見学会場などにも活用

［建築棟数］H25:5棟（H23～25:30棟）

［助成率］定額 木造化 : 25千円/㎡

木質化 : 10千円/㎡

②中・大型木造建築に精通する建築士の養成

［養成人数］H25:20名（H23～25:60名）

・設計監理費助成

木造建築物の設計監理の掛かり増し

経費を助成

［助成率］木工事費の7．5％以内

・研修会の開催、専門家の派遣

③普及啓発活動

・事例集作成など



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

26 新規 緑の青年就業準備給 30,000 ○林業への就業に向け、農林大学校で必要な知 30,000 ○要求どおり 農林水産部

付金事業 識の習得等を行う若者に対して就業準備給付 [林業課]

金を支給

[給付条件] 年間150万円/人、最大2年間

[給付枠] 20人

[給付対象] 農林大学校林業科の学生

27 浜田地域水産業構造 23,684 ○浜田地域の水産業を支える沖合底びき網漁業 23,684 ○要求どおり 農林水産部

改革推進事業 について、地域協議会が漁船の長寿命化修繕 [水産課]

を通じて行う漁獲物の品質向上や流通体制改

善等の構造改革の取組を推進するため、浜田

市が支援する経費の一部を助成

[事業期間] H24～29

[事業主体] 浜田地域水産業構造改革推

進プロジェクト協議会

[助成率] 浜田市の助成額の1/2

28 しまねの魚消費拡大 6,607 ○「しまねの魚」の消費拡大を目指し、消費者 6,607 ○要求どおり 農林水産部

プロジェクト事業 ニーズに対応した競争力のある商品づく [水産課]

り、魚食普及活動を推進

①多獲性魚や未利用魚を活用した加工品開発

や消費拡大の取組みを強化

②漁協や漁業者、加工業者等が行う販売力強

化、消費拡大の取組経費を助成

［実施主体］ＪＦしまね等

［助成率］1/2



Ⅰ 活力あるしまね

２．自然が育む資源を活かした産業の振興（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

29 県産品販路拡大事業 104,536 ○県産農林水産物及びその加工品などの販路拡 104,536 ○要求どおり 農林水産部

大を図るため、大消費地を対象に事業者が取 商工労働部

り組む販売促進活動を支援 [しまねブランド

①見本市等展示会出展支援事業 推進課]

・全国規模の食品専門展示商談会への出展を

支援

・全国規模の農水産物の専門展示商談会への

出展を支援

・日本最大級の生活雑貨の専門展示商談会へ

の工芸品の出展及び工芸家とデザイナー等

の連携した商品開発等の取組を支援

②県産品販路拡大事業

・加工食品セールスサポート事業

バイヤーに認められる商品作りを行うとと

もに、流通・販売に精通した商談の専門家

を活用し、取引拡大を図る

・インターネットを活用した県産品販路拡大

事業

楽天市場出店者のスキル向上に向けた勉強

会の開催、国内外物産展への新規出店を支

援

③県産品ブラッシュアップ支援事業

・消費者ニーズの商品開発への反映や商品コ

ンセプト作りを支援


